（様式I-2）　　平成25年度　JCM/BOCM実証案件組成調査　提案内容　
（様式2）　平成27年度二国間クレジット制度に係る実現可能性調査委託業務　提案内容　

提案内容【概要】
	提案団体名
	
	共同

	調査名
	

	ホスト国
	
	対象地域
	

	対象分野
	

	調査費
	

	過去の調査事業の受託
	
	他団体の調査事業への応募
	

	

	調査対象プロジェクトの概要

	プロジェクトの概要
	

	プロジェクト実施主体
	

	初期投資額
	（千円）
	着工開始予定
	

	年間維持管理費
	（千円）
	工期（リードタイム）
	

	投資意志
	
	稼働開始予定
	

	資金調達方法
	

	CO2削減量
	　　(tCO2/年)

	GHG削減量
	　(tCO2/年)

	GHG削減ポテンシャル
	　(tCO2/年)　　 

	
	条件：　

	GHG削減技術保有国
	

	

	事前基礎調査の実施状況

	対象プロジェクト実施サイトの訪問実績
	回
	時期：
	

	プロジェクト現地実施主体との面談回数
	回
	時期：
	

	その他現地関係者との面談回数
	回
	時期：
	

	プロジェクト現地実施主体との協議内容
	


	

	提案者の海外事業実績

	主な海外事業実績
	

	海外支店等の所在地
	

	CDMプロジェクト開発件数
	件
	うち登録件数
	件
	

	JCMプロジェクト開発件数
	件
	うち登録件数
	件
	

	

	提案者の環境マネジメントシステムの認証取得状況

	認証の有無
	
	認証期間
	

	認証の名称
	

	

	本案件に関する担当者及びその連絡先

	氏名
	
	E mail
	

	TEL
	
	FAX
	

	郵送先
	〒

	所属（部署、役職）
	


※A4版2ページ以内とすること。

提案内容【詳細】
１．調査対象プロジェクト
	（1）　調査対象プロジェクトの概要、背景及び理由

	1) 調査対象プロジェクトの概要

[image: image1]
2) 調査対象プロジェクトを実施する背景及び理由


	（2） 　調査対象プロジェクトの実施体制、資金計画、実施スケジュール

	1) 実施体制

[image: image2]
2) 資金計画
3) 実施スケジュール

[image: image3]


	（3） 　調査対象プロジェクトの温室ガス排出削減効果

	1) CO2削減量
2) GHG削減量

3) GHG削減ポテンシャル
4) プロジェクトで導入予定の主要設備の法定耐用年数


	（4）日本の貢献

	1）日本の貢献（日本製技術・製品等による優れた技術の移転、ホスト国への投資額、雇用効果（日本及び現地における新規雇用者数）等）
2）プロジェクトに必要な技術・製品等に関する経済性分析

3）今後の普及導入計画



	(5)MRV実施体制等

	１）MRV実施体制

[image: image4]
２）方法論予備調査実施方針


	(6) 環境十全性の確保、ホスト国の持続可能な開発への貢献

	1) 環境十全性の確保
2) ホスト国の持続可能な開発への貢献



※A4版4～5ページ程度とすること。
2．調査の実施方針
	1) 資金計画
2) 概略設計
3) 工事計画
4) プロジェクト運営計画
5) その他（任意）



※A4版1ページ以内とすること。
3．調査の実施体制 
	1） 調査団体の名称及び役割分担、求める成果
2） 調査実施体制

[image: image5]



※A4版1ページ以内とすること。
４．工程計画及び現地調査計画

	業務内容
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
（例）現地調査
（例）方法論予備調査
（例）資金計画
・・・・
・・・・



※A4版1ページ以内とすること。
追加. 事業収益性　説明資料
	


※A4版1ページ以内とすること。
概要図、
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実施体制図





調査実施体制図
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